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映 像 メ デ ィア にお け る 「映 像 」 の特 質 に関 す る研 究

～絵本 とアニメーショ.ンの比較を通 して～

大阪大学大学院

大 阪 大 学

田口 真奈

井上 光洋

1.は じ め に

「20世紀の特質は、言葉だけの時代か ら映像の時代 に移 ったことである」 とは今か

ら30年 も前に述べ られた言葉であるが(岡 田、1965)、 最近のマルチ メデ ィアブームを

見ても明らかなように、メディアにおいて映像の占める割合は増大する一方 である。 し

か しなが ら、言語 に比 して映像 についての理論的構築は十分ではない。

特 に、映像 メディアが大衆 をマーケッ トとした 「娯楽の メディア」 として立ち上が っ

たこともあって(野 崎、1990)、 映像 は 「見 る」 だけではな く 「読む」必要性があ り、

それは教育によって可能にある、などという発想 はご く最近 までなか った。しか し、「映

像」 を 「読む」 とい うことは案外 と難 しいD。 勿論 、一部の先見的な研究者や教育実践

家の手によって、映像の読み とり、映像 による塀 といった能力の育成が重要視 されてき

たが2)、 そもそ も映像 を読むということはどうい うことであるのか、映像 と言語 はどの

ような関係 にあるのかとい うことは実証的に論 じられてこなかった。

そこで、本論文ではまず、映像メデ ィアである写真、絵本、マンガ、動画 における映

像 と言語の関係 について考察 し、それぞれのメデ ィアの関連性 を探る。次いで、その中

で も特 に 「絵本」 と 「動画(ア ニメーション)」を取 り上げ、その関連性 を実証的 に論 じ、

それぞれのメデ ィアによる映像の用い られ方の相違点 と共通点 を明 らかにす る。

2.映 像 を読 む とは ど うい う こ とか

1.絵 本、マンガ、写真、動画の中の映像

1)絵 本 を読む

絵 本は今か らおよそ320年 の昔、1658年 に出版 されたヨハ ン ・アーモス ・コメニウス

の 『世界図絵』 とい う絵 入 りのラテン語教科書がルーツだ とされている。一 口に絵本 と

いっても、それは 「言葉 と絵 との組み合 わせの 中に創 り出 される」(松居、1983p.221)

ものであ り、言葉主体 のものから言葉の まった くない絵本3)ま で様 々であ る。ここで

は、 「物語 に挿 し絵が組み合 わされた もの」 を指す こととする。絵本 における挿 し絵 と
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は、言葉や文字 の世界 に対する人々の想像力 を形象や色彩で補い、それをイメージ化 し

た り、 さらにそのイメージを具体化 した り、広 げた りすることがその主 目的である とい

えよう(次 山、1987)。 特 に幼児が 自分だけの力で物語 を映像化することがで きない場

合には、大 きな助けとなる。 しか し、絵本 における挿 し絵の影響 は単 なる助けにとどま

らない。そこで表現 された物語は、「さ し絵 による強力な映像化を伴 う」ため、「聴 き手

のイメージはさし絵表現 の枠をはめ られ、この枠の中でイメージを展開させることにな

る(松 居、1983p.13)」 のである。

自らも出版社の杜長 をつ とめ、長年絵本 に関する研究を行 っている松井は、優れた絵

本 として ビア トリクス ・ポターの 『ピー ターラビッ トのおはなし』 を挙げ、「筋 の運び

方、物語の組み立て方、細部の書 き込み方、それに文章 とがっち り四つ に組んださし絵

の表現、す なわち文 と絵 のともに優れた、緊密一体 の関係」(松居、1983p.145)を 学ぶ

ことが絵本 の本質 を知 るためには重要であ り、挿 し絵 はこの絵本のような心 くば りをし

て描けばよいとしている。では、「文 と絵の緊密一体の関係」 とは どの ようなものであ

ろうか。

絵本の挿 し絵 とは、文章におけるキーセ ンテ ンスを映像化 し、それを1枚 の絵 にあら

わ したものである(図1)。 よってこの一体関係が優れているというこ とは、文章のど

こを映像 化 し(キ ーセ ンテンスの選び方)、 どのように1枚 の絵 にするか(映 像化 した

ものの描 き込み方)が 優れている ということになるであろう。

一
図[羽 図

図1絵 本

2)マ ンガを読む

マンガとは何かを定義するのは難 しい。大城 はその原因を 「形式 と内容 をごたまぜ に」

してい るためであると述べ(大 城、1987p.5)、 形式 に関 して図2の ような整理を試み

ている。ここでは4こ まマ ンガを代表 とす る、狭義の意味でのマ ンガを指す こととする。

マンガとい うメディアが社会文化現象 を形成する ようになった40年 ほど前か ら多 くの

「マ ンガ論」「コミック論」が書かれてお り、「その内容は、マンガ社会文化現象の社会

学的分析、文化論的考察、マ ンガの個別 ジャンルについての論究、個別作品論、作家論 、
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作品を利用 した文明論、作 品の記号論的 ・意味論的分析」 など多岐に渡っている(中 野、

1997p.4)。 中で もマ ンガ を 「記号論」的 に扱 った文献 は多 く、成果 もあげ られてい

る4)。マ ンガが特 に記号論、言語論の立場か ら論 じられることが多いのは、マ ンガが「言

葉 と絵 という異種の記号が複合 した表現 であるとい う特性」(木股、1997p.10)を もち、

コマの分割、吹 き出 しの形 な ど、様々な 「記号」、独 自の 「文法」 をもつか らであろ う。

ここでそれ らすべてを網羅的に記述す ることは不可能であるため、主に呉の論述 をもと

に考察する。呉 によると、マ ンガ とは 「コマを構成単位 とす る物語進行のある絵」 であ

り、 「現示性 と線条性 とが複合 した一連の絵」 といいかえることが可能になる ものであ

る。ここでい う現示性 とはそこに表現 されたものが、一望 で全体的につかめる性質であ

り、線条性 とは鑑賞者が表現物の部分 を辿 りなが らそれを集積す るζとによって、全体

をひとつの流れと してつかむことがで きる性質のことであるが、マ ンガではコマの内部.

において現示性が観察 され、コマのつなが りにおいて線条性が観察 される(図3)(呉 、

1986pp.100-101)。 一 コママ ンガは、一見、物語進行がないように見えるが、それは

必ずその中に物語進行 を持 っている。その証拠に、一こまマンガは数コマに分割 して伸

ば した り、笑い話 などの文章に転換 させ た りすることがで きるのであ る(図4)。 先述

の絵 本との違いは、絵本の方が絵 と文章の分離が大 きく、 また、絵が現示性のみ を担 っ

ているのに対 して、マ ンガは 「現示性 と線 条性 とが複合 した一連の絵」である とい う点

であるといえる。
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図2漫 画の形式についての分類

(大城、1987p.5)

図3マ ン ガ(呉 、1986p.103を 一 部 改 編)
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□
部

図4一 こ ま マ ン ガ(呉 、1986p.102を 一 部 改 編)

3)写 真 を読む

写真 には、その目的によって資料写真、報道写真、記念写真、記録写真、芸術写真な

ど、 さまざまなジャンルがあるが(次 山、1987)、 写真 も 「文字 と同様、記号 である(名

取、1963p.49)」 と言 え、それ を用いてある意味や意図 を伝 えた り読み とった りす るこ

とがで きる。 しか し、同時に、「写真 は文字 にくらべる とあい まい な記号」(同p.55)な

のである。名取洋之助はかつて報道写真家であったが、マスコ ミュニケーシ ョンを正 し

く理解す るため に、写真 を 「見る立場」か らの書が必要であるとし、「写真の読みかた」

という本 を著 した。その中で、こうした写真の もつ 「あい まいさ」 を排 し、 カメラマン

の意図、編集者の意図を、その意図通 りに読者 に伝 えるための方策 を挙げている(同pp.

55～64)。

その一つは、写真 に説明文 をつけるという方法である。説明文が写真の読みかたを規

定す るのである。これは、文字 という抽象的な概念 を表すのに適 した記号 と組み合わせ

ることで映像のあいまいさを排除 しようとする方法であろう。二つめの方法 としては、

写真 と写真 を組みあわせ、組写真 として表現す る方法である。何枚かを並べて見せると、

共通の要素が強調され、共通 しない部分の印象は薄 くなるため、抽象的な概念 もあ らわ

すことがで きるようになる5)。 また、並べ て見せ ることで時間的、距離的な推移 を表現

することもで きるし、一つの事柄 を違 った角度か ら見せることができるため、 より正確

な表現がで きるようになる。名取 は 「写真 は何枚か使 うことによって、一枚の写真 とし

ての弱点 を克服 し、物語 ることがで きます。現実の流れか ら切ってしまうことがで きま

す。現実の束縛か ら逃れることがで きます。それが新 しく写真が獲得 した方法であ り、

場なのです。」 と述べている(名 取、1963p.93)。 組写真 はその並べ方や大 きさを自由

にかえる ことで、カメラマ ンの意図、編集者の意図を伝えるのである(図5)。 こうし

た表現は一枚一枚の映像 を重ねてい くことで、ある共通の概念 を示そうとす る方法であ
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る といえ、次の動画に通ずる方法であるといえる。

一_」1L. ll
※実際に撮影された傾序とは関係なく並べられる

図5組 写真

4)動 画 を読む

動画は、一つ一つの カットが シナリオによってつなが り、一つの大 きなス トー リー と

シナリオをかたちつ くってい くメデ ィアであるといえよう(図6)。 映像 がひとこまで

はいろいろな意味 をもっていても、続 くとある一定の意味 をつたえやす くなるのは、連

続 による意味 の重な りのためである(宇 佐美、1987)。 そ して、動画は まさにひとつ ひ

とつの映像 を綿密な計算の もとに重ねて表現 した ものなのである。

動画 には通常、セ リフやナ レーションといった言語的な要素が含 まれている。 しか し、

中には言語的な要素 を敢 えて全 く排除 して制作 された作品 もある。例 えば、新藤兼人監

督の 『裸の島』はその一つである。 この作品は、セリフを意図的にな くし、画像 と音楽

で全てを表現 しようとした作品である。無声映画ではないので、風 の音、人の声、それ

に林光が作曲 した音響は入っている。 しか し、登場人物である夫婦 と2人 の兄弟の家族

は、一言のセ リフも語 らない(あ るいは語 っている場面 はあっても、ロングショッ トで

あ り、 「声」は視聴者 には聞こえない)。 また、その他の作品 としては スイス制作 のク

レイアニ メーション 『ピングー』 をあげることができる。 『ピングー』の制作者 は、自

国内はもちろんの こと、世界 中のどの国の言葉 を話す子 どもにも理解可能なことを目的

とし、セ リフは全て 「万国共通 ピングー語」 とい う制作者のオリジナルなものを用 いて

いるのである。両者 に共通す ることは、視聴者が言語によってこれ らの作 品を理解す る

のな くて、画像 と音楽、音響効果だけでス トーリーとシナ リオを読みと り、登場人物の

セリフを想定 し、心情を把握 しなければならない とい うことである。こうした試みが成

功 していることは、映画 『裸の島』が国際コンクール(1961年 モスクワ映画祭)で 最高

位のグランプリを獲得 し、世界64ヶ 国へ輸出 されていること、 『ピングー』が ヨーロッ

パ を中心 にアジアやアフリカなど世界各地でテレビ放送 されてお り、また国際コンクー
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ル で 数 々 の 賞 を獲 得 して い る こ と な どか ら明 らか で あ ろ う 。

岩 崎(1971)は 、 マ ル セ ル ・マ ル タ ン や ア レ クサ ン ドル ・ア ス トリ ュ ッ ク 、 ジ ャ ン ・

コ ク トー らの 言 を引 き な が ら 「映像 が 、 …(中 略)… 広 義 に お け る 言 語 で あ る こ と は 疑

わ れ な い …(後 略)(p.3)」 と し、 「言 語 と して の 映 像 」 につ い て 論 じ たが 、 ひ と つ ひ と

つ の 映 像 を 綿 密 な計 算 の も と に 重 ね て い け ば 、 「映 像 は 、 ま る っ き り コ トバ そ の もの に

と っ て か わ る こ とが で き る(新 藤 、1979p.25)。 」 の で あ る 。

図6動 画

2.研 究の仮説

今 まで述べて きた映像 メデ ィアを、用い られている 「映像」 と 「言語」の割合 とい う

観点か ら整理すると、図7が 得 られる。絵本は 「物語 に挿 し絵が組み合わされ た」 メデ

ィアである と述べたが、文章によって表現 されている ものを絵で表現 してい くと、すな

わち文章表現 による割合 を減 じ、絵 による表現の割合 を増やす と、マ ンガにもアニメー

ションにもすることがで きる。あるいは、4コ ママ ンガはアニメーシ ョンに変換するこ

とが可能である6)。 また逆に、動画で表現 されたある映画はそのキー となるシーンだけ

に絞 り込んでいけば絵本 にも、また文章だけの物語にすることも可能なのである。

映像

嚢

語言

本絵

マンガ

組写真

動画

「ピングー」 「裸の島」

など特殊な作品

図7各 メディアにおける映像 と言語の関係
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3.絵 本 と アニ メー シ ョンの比 較 研 究

1.研 究の目的

前節 まででは各映像 メデ ィアを、用い られている言語 と映像 との割合の差 という観点

か ら整理 し、図7の ような作業仮説 を得た。そこで今 回は、特 に動画(ア ニメーシ ョン)

及び絵本 を取 り上げ、同 じ題材をもとに制作 された作 品を分析 し、両者 を比較すること

で上記の関係 を明 らかにする。

2.題 材

新美南吉著 の 「手袋を買ひに」 を選定 した。具体的には、表1の 通 りである。

今回選定 した絵本は、1970年 に出版 されて以来、76刷 のロングセ ラーを誇る作品であ.

る。 また、アニメーシ ョンについて も、1989年 に(第36回)教 育映画祭優秀作 品賞 を受

賞 している。今回は、このように長 く読み継がれていることや映画祭での受賞 をもって、

両者は ともに優れた作品である という前提条件 をクリアで きているもの とみ なす。なお、

アニメーションのナレーションと絵本の本文は、すべ て全 く同 じものである。

また、絵本 については、挿 し絵作家の違いによる差 も検討するため、黒井健(絵)の

借成社版(1988)も 参考に した。

表1分 析対象の詳細

用いた絵本

おはなし名作絵本4『 てぶ くろをかいに』 ポプラ社1991年 第76刷(1970

年第1刷)絵/若 山憲 文/新 美南吉

用いたアニメーシ ョン

『手ぶ くろを買いに』(1989年放送)

作画/岸 義之 背景/市 原美恵子 音楽/本 間勇輔 録音/藤 山房 監督/

案納正美 演出/阿 部紀 制作担当/山 内拓 制作/(株)ぴ えろプロジ

ェク ト製作,著 作/光 村教育図書(株)ア ポロン音楽工業(株) 、原作/新

美南吉おはなし/麻 上洋子

3.手 続 き

アニ メーションについては、キーシーン抽出構造化法 により(井 上、1997)ア ニメー

ションのキーシー ンを抽出 し、分析を行った。また、絵本については、絵本の見開き2

ページを物語 の1段 落 とみな し、書かれた本文 と挿 し絵 との関係性 について考察をお こ

なった。以上の作業 を行 った上で、両者の比較検討を行 った。
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4.結 果

1)ア ニメーシ ョンの分析結果について

分析の結果、今 回分析の対象 とした15分 の作品から21の キーシーンが抽 出された。そ

れぞれのシーンにナレーション(こ の作品では絵本の本文 と全 く同 じものが語 られてい

た)を 対比 させた結果、アニメーションは文章 を分割 して映像化 し、その映像 の連続で

もって物語 を伝えている(図6参 照)と い うことを呈示で きた(具 体例 としては、資料

1参 照)。 その結果、文章を頭 の中で映像化す る作業が不要 とな り(例 えば、「ボタン色

の手」 とはどんな色なのか、 「人間の子 どもの手に して しまいま した」 とは、 どういう

プロセスで きつねの手が人間の手に変わってい くのか、等)受 け手の理解 を容易 にする

と思われる。 しか し容易に理解で きるが故に、ス トー リーやシナリオの理解度が低い場

合 もある。映像 は放っておいて も流れてい ってしまうが故にどこが重要なのかがわか り

づ らくなってしまうのである。

また、 アニメーシ ョンにおける音楽の影響は大 き く、「音楽の効果 と型はめ」 を意識

することが必要であろう。さらにアニ メー ションは、背景を省略することがで きないた

め、「場」の移動が段落の変換点になっているようである。

2)絵 本の分析結果について

絵本 は見開き2ペ ージで一つの まとまり(=段 落)が 構成 されて り、1ペ ージ1ペ ー

ジが文字の配置を含め、一つの完成 された絵 となっている。 また、1ペ ージが1つ の意

味段落を構城 してお り、ページをめ くることで、物語の展 開についてい くことがで きる

ようになっている。これは、字の読めない子 どもが絵 だけで楽 しむこ とを可能に してい

る といえよう。

今回分析 の対象 とした絵本は15の 段落で構1成されていた。そ して、その15の 段落それ

ぞれに1枚 の挿 し絵がつけられているわけであるが、挿 し絵 を分析 した結果、挿 し絵に

はその段落に書かれた物語の内容がで きうる限 り統合 されて表現 されている、というこ

とが明らか になった(図1参 照)。 す なわち、物語 中のキーセ ンテンスとでもい うべ き

文章 を絵に してそれを1枚 の絵 に統合 させている とい うことである(具 体例 としては、

資料2参 照)。 逆 にい うと、絵本の絵 はい くつかの絵 に分割 し、物語 をつ くることがで

きるとい うことである(図4参 照)。 しか し、一枚の絵 に物語のすべての要素を盛 り込

むことはで きない。描かれていない部分 は読み手の想像力にゆだね られることになる。

物語の要素のどこを盛 り込み、どこを割愛するのかは絵本作家によって異なって くる(図

8具 体例 としては、資料3参 照)。 若山(絵)の 「若山」版 も黒井(絵)の 「黒井」版

も15枚 で表されているが、物語の区切 り方は一様ではない。 どこで区切るか とい うこと

は文章のバランス、意味内容だけではな く、一枚の静止画に したときの構造的美 しさ、

絵本全体の雰囲気 などとのかねあいがある。また、子 ども向けの絵本である 「若山」版

は、主に子 どもが イメージ しに くいような所 を絵の中に盛 り込んであ るが、大人の読者
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を対象 とした絵本である 「黒井」版は、すべてを描 き込まず、敢 えて想像 の余地 を残す

場合 もある。 しかし、一見全 く違うように見 える絵本 も含んでいる要素でみると重な り

合うものがほとんどである。

[]

口

動画

□

[]□

□
目唱呂

□

口□ 図[]口
隊.

「若山」版

図8絵 本作家による違い

3)ア ニメーションと絵本 を比較 した結果

以上のように、動画の制作手法は、文章 を忠実に細かい単位で映像化する ことであ り、

絵本 の制作手法は文章をあるまとまりで区切 り、できるだけ多 くの要素を盛 り込んで一

枚の絵に表す ものであるということが明 らかになった。 この前提 に立てば、絵本の絵は

アニメーシ ョンのキーシー ンで表すことがで きるはずである。絵本の挿 し絵 をアニメー

シ ョンのキーシーン を用いて表現 した結果、図9の ような関係があることが明らか とな

った(具 体例については資料4参 照)。

図9ア ニメーシ ョンと絵本における映像の関係
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5.考 察

1)絵 本 は統合的、アニ メーションは分割的

絵本の絵は物語の内容が一枚の絵 にで きうる限 り統合 されている。逆 にい うと、絵本

の絵 はい くつかの絵 に分割 し、物語 をつ くることができる とい うことであ り(cf.NHK

の絵本番:組、紙芝居)、 これは一こまマンガな どにもいえることである。 しか し、そこ

には限界があ り、物語のすべての要素を一枚の絵 に盛 り込むことはで きない。描かれて

いない部分 は読み手の想像力にゆだね られることになる。

一方、アニ メーションの場合は文章を細かい単位に分割 して映像化 しているといえよ

う。動画のキーシーンは1枚 に集約 させる必要性はないため、何枚かがセ ッ トで表 され

る場合 もある。

2)映 像はシンボル とい う側面 をもつ

動画の映像は言語から映像への置 き換 えであるということがで きる。また、絵本の絵

も段落の中のキーセ ンテ ンスを映像化 しているとい うことができる。 これは、映像 もま

た 「シンボル」であることにほかならない。かつて波多野完治 は、『教養特集No.18

放送教育の原点 を探 る』 とい うNHKの 番組の中で、見ることと聞 くことととを言語 と

結 びつ けて、あるいは言語の一つ として、シンボル操作 としてみてい くことの重要性を

語 り、ここか らエ ドガー ・デールの批判 を展開 しているが、今回の分析 によって、こう

した指摘の妥当性 を明 らかにすることがで きた といえよう。

4.結 論 と今後の課題

以上の分析の結果、絵本 において、'文章によって表現 されている ものを絵 で表現 して

い くと、す なわち文章表現 による割合を減 じ、絵 による表現の割合 を増 やす と、アニメ

ーションにす ることがで き、 またアニメーシ ョンもそのキーとなるシー ンだけに絞 り込

んでいけば絵本に変換可能であることが明 らかになった。絵本 とアニメーションに限っ

てであるが、図7の 概念的モデルを明 らかにすることがで きた といえよう。 もちろん、

文章だけの物語 とそれを動画に した ときの物語では受け手の イメージや細部の受け取 り

方は異なる。物語の内容により文章だけで表現することが適 している もの もあれば、動

画によって表現す ることが適 しているもの もあろう。 どの映像 メデ ィアで表現するかは、

送 り手の自由である。新見南吉 は 「言語上のみ を用いて 「物語」 という形で 自分の世界

を表現 した。 また動画 を作 る者は動画で しか表現で きない 「何 か」 のために動画 という

表現形態 を用いているといえる'。画家は 「絵」によって、写真家は 「写真」に よって、

絵本作 家は 「絵」 と 「文章」 との組み合わせによって 自分の世界 を表現 しているのであ

り、それらを同等 に語 ることはできない。 こうした指摘 はメデ ィアが 「弁論的側面」 と

「表示的側面」(ランガー、1960)の 両方をもつことか ら来る。今回は、メディアの 「弁
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論的側面」 に着目した分析 をお こなったにす ぎないが、映像が言語 と同様 にシンボル操

作可能な部分 をもっているということが明 らかになることによって、 「同 じ静止画であ

って も、アニ メーションの絵 は何枚 も重ねてみることを前提 としているために、1枚1

枚の映像 には含まれる要素が少 ないが、絵本の挿 し絵 は、1枚 にいろいろな要素が含 ま

れていることが多い」 といったような違いがはっきりして くる。 ここか ら、映像 を教育

的手段 として用いる場合 にはこうした違いを認識 し、 「映像」 にどのような要素が含 ま

れてお り、そこか ら何 を読み取 ることがで きるのかについて もっとセンシテ ィブになる

ことが必要である等の示唆が得 られよう。

今後の課題 としては、今回はキーシーン抽出法 によ りアニメーションを分析 したが、

キーワー ド抽 出法などによ り、オ リジナルの文章 を分析 し、よ り緻密 に映像 と言語 との

関係 をとらえてい く必要があろう。 また、他の映像 メディア(漫 画、写真、マルチメデ

ィアなど)に おける映像 についても分析 を試みる必要がある。

注

1)例 えば、新 聞や テ レビなどに映 し出 され る顔写真が、 「容疑者」 とい うキ ャプシ ョンが付 された と

たん にその 目つ きや 人相 が悪 く見えて しまう、 とい うことは日常経験 す る ことで ある。 これは、人

間 には偏見 一ソ クラテスの言 うところの 「ドクサ」 一があ ることに よるとい える。

2)映 像の読み と りに関す る教育 を実践 してい る学校 として、東京の成城学 園 をあげる ことがで きる。

この小学校 では、1947年 か ら、小学校4～6年 生を対象 に、 「映 画の時間」(後に 「映像科」と改名)

と称 され る独 自の教科 を設定 し、週1時 間の授 業が行われてい る。 目標 は以下 の ように定 め られて

い る。 イ、映像 を表現 する技術 を習得 させ る。ロ、映像 を作 る活動 を通 じて児童 の情操 を陶冶 し、

創造性 を養 う。 ハ、映像 の読 み取 り能力 をつける。二、映像 を批判す る力 をつける。(大 森、1991

PP.25)

3)例 えば、言葉 のない優れた絵 本 として、安野光雅の 「旅の絵本」 シリーズな どがあげ られ る。

4)例 えば、 「マ ンガの読 み方』(別冊宝 島EX、1995宝 島社)で は描線 、記号、絵 と言 葉、 コマ とい っ

たマ ンガ表現 に とって原理 的な課題 を整理 し、項 目ごとに具体例 を集め て詳細 に論 じてある。

5)名 取 は一枚 の写真 で"寒 さ"と い う抽象的 な概 念 を表 す ことは、容易 で はないが、「ふ ところ手 を

して歩 く人」「うれ しそ うなペ ンギ ン」「雪 のふる風景」の 三枚 をい っ しょに並べ て組写真 にすれ ば、

この三枚 に共通す る経験 である"寒 さ"を 読み とることがで きる、 という具体例 をあげている。

6)具 体例 と しては、例 えば長谷川町子作 『サザエ さん』 などがあ げられ よう。
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資料2

例えば、本文が次の ような内容 の場合(本 文1)、 絵本の9～10ペ ージには、挿 し絵 と して、母狐 の顔のア
ップ と、母の頭か ら出る吹 き出 しを描 き、母 の回想であることを示 している(下 線部2)

。そ して、その吹き
出 しの中に百姓に追いかけ られて逃 げる狐 を描 くことで、下線部3を 表 してい る。 また、下線部1の 遠 く

に見える町の灯 も絵の中に描 き込 まれている。

本文1

や が て、行 手 にぽ っつ り あか りが 一 つ見 え始 め ま した。 そ れ を子 供 の 狐が 見 つ けて 、

「母 ち ゃん 、お 星 さ まは 、 あん な低 い とこ ろに も落 ち てる の ね え。」 と きき ま した。

「あ れ は、 お星 さま じゃない の よ。 」 と言 って 、そ の時 母 さん狐 の足 は す くん で しまい ま した。

「あれ は こ町 の 灯 な んだ よ。 」.

で し

資料3

例えば、本文が次のような内容の場合(本 文2)、 「若 山」版では、雪の上で遊ぶ子狐(下 線部1)と 飛 び

散 る雪の粉(下 線部2)、 及び虹(下 線部3)が 描 き込 まれている。また、子狐 が振 り返 っているのは、下

線部5に 対応 しているためと思われる。一方、 「黒井」版で も、雪の上 を駆け回る子狐(下 線部1)及 び、

振 り返 っている部分(下 線部5)は 、 「若山」版 と同様であるが、ここでは虹(下 線部3)は 描かれてお ら

ず、代わ りに子狐 にお っかぶ さる粉雪(下 線部4)と 、縦 の枝の間か ら絹糸の ようにこぼれる雪(下線部5>

が描かれている。

本文2
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資 料4

例 え ば 、先 の資 料2に 対 応 す る絵 本 の挿 し絵 に対 して は 、 アニ メー シ ョン にお け る 次 の3つ の キ ー シ ー ンが

対 応 して い る。

文 ・新 美南吉 絵 ・若山憲 「おは な し名作絵本4

1
..'V・'tt'il薪 卿1、

なぽ 　 ゆ ち ずリ ケをおザちモをモ

藍 驚



208

TheStudyontheVisualFeatureofVisualMedia

-ThroughComparingthePictureBookwiththeAnimation一

ManaTAGUCHI

GraduateSchoolofHumanSciences,

OsakaUniversity

MitsuhiroINOUE

OsakaUniversity

Inthisresearch,theauthortryto.determinethevisualf6atureofvisualmedia.

AtfirstΨeconsiderthevisualpresentationofthepicturebooks・ofthephotographs・

ofthecomics,andofthefilmsandanimations.Fromtheseconsiderationamodelis

extractedwhichshowsthere】ationshipbetweenlanguageandvisualpresentatjonofeach

media.ThenweattempuoproveapartofthismodeLTheproc夢dureisasfollows;

1)Selectthepicturebookandtheanimationwhichmadefromthesamestory,R)r

compadngthesetwomedia.Thistime"TEBUKUROWOKAINI."whttenby

NankichiNIIMIischosen.

2)Analyzethepictureofthebook量nthewayofcontrastingeachpicturewitheach

sentencesineverytwofacingPagβs.

3.)Analyzetheanimationintheway .ofextractingthekeyscenes.

4)Compare .thekeyscenesoftheanimationwithpicturesofthebook.

Themainfindingsareasfollows.

1.)Thep孟cturesofthebookismadefromintegratingsomepictureswhichexpress

somesentences.Ontheotherhandthescenesoftheanimationismadefrom

dividingsentences.

2)Thevisualpresentationhasthefbatureofthe.symboL


